
 

令和７年度 ステップルーム（適応指導教室） 

１．目的 

・集団への適応が困難な生徒の居場所として活用し、情緒の安定を図る。 

・基本は、所属する学年や学級の動きに合わせて、自習を中心に規則正しい生活を送る。 

・教室復帰や高校進学を目標に、生徒一人ひとりの自立に向けた支援を行う。 

 

２．使用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１～６時間目まで職員配置はするが、ステップ利用は午前中のみ。 

※５・６時間目に配置された職員は、授業変更や対応生徒がでてきたときのみ対応する。 

※ステップルーム使用開始は８：３０からとする。 

※ステップ利用生徒は、登下校時に職員室に寄って挨拶をする。 

※末広タイム、清掃時間も職員を配置し、生徒だけにならないよう配慮する。 

 

３．その他 

・ステップルームを利用している生徒が、課題を行ったり、GIGAタブを活用して授業に参加したりす

ることで、授業評価ができるようにする。 

・該当生徒の学年職員は、登下校時に顔を合わせるようにし、関係を継続させていく。 

・生徒の状況によっては、教室復帰を目指さず、外部機関（フリースクールやライトポート等）と連

携していく場合もある。その場合は、関係者でケース会議を行い、本人・保護者とも話し合いを重

ねたうえで、管理職と相談しながら進めていく。 

教室復帰

午後

教室で過ごす

可能な教科を教室で

受ける

朝の会/給食

可能な範囲で教室

（給食を教室に取りに行く）

（給食を日直に持ってきてもらう）

午前中（１～４のうち時間は面談で決める）

ステップルームで過ごし、給食を食べて下校する。

午前中（１～４のうち時間は面談で決める）

ステップルームで過ごして下校する。（給食なし）

ステップ８ 

ステップ７ 

ステップ４ 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ１ 

ステップ５ 

ステップ６ 

・教員からの提案

・保護者や本人から希望

学年で

検討

教育相談部会
で検討

本人・保護者と面談

（担任・管理職）

個別の指導計画の
作成

使用開始

★随時見直しを行う

どのステップ段階からスタートするか 

何時間目までいられるか確認をする。 

状況に応じて目標を立てる。（個別の指導計画作成） 

前期・後期で手立ての見直しや評価を行う。 

教室復帰を目指し１日学校で過ごす。 

(午前)ステップ→(午後)教室 

ステップ利用は午前中のみ。。 

チャレンジ！ 

チャレンジ！ 


